
























































































































































































































































































































































































































































































の活 力源である揺れ動き運動にブレーキがかかって止まってしまう。 0A， 0M， 0AM はそれぞれ，結合していないアクチン (A)，結合してい
ないミオシン頭部 (M)，結合したミオシン頭部とアクチンの複合体
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